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日本語による地方自治体行政情幸艮処理システム
LocalSelf-Governing BodYAdministrationlnformation

SYStem Using theJapanese Language

現在,我が国の市区町村ではその大半が業務処理にコンピュータを利用L,事務

の合理化を図っている｡一方,社会経済情勢の変化に伴い地方行政ニーズはますま

す複雑･多様化し,コンピュータク)より高度な利梢か望まれてし､る｡その-一つが窓

口業務の機械化による事務の効率化,迅速化であり,漢字処理による仕上モサービス

の向上である｡

窓口オンラインは,住民基本事項,税,年金,福祉といった住民に関する各種情

報をデ”タベ【ス化し,住民が出張所の窓1_+でも本庁と同じサービスを､即時にノ受

けられることをねらいとしている｡

この論文では,i英字処理による住民情報窓口オンラインを実現させる｢‖本譜行

1攻情報システム+の概要と特長について紹介する｡

lI 緒 言

我が国の市区町村では,住民記録,税務,国民年金など大

量≧事務の効率向上を機械化の目的としてきた｡

一方,住上巳に関する情報は,業務単位で個別に管理+･運用

されるため,情報の効果的利用が図られないことと,窓L】業

務の改善,住民サービスの向上の面から住民情報のデータベ

ース,オンライン化が望まれ,幾つかの市区町村で既に実施

されている〔現在,コンピュータ導入市区町村の4.7%がオ

ンライン実施(地方自iヂiコンピュータ総覧昭和55年度版より)〕｡

これらの先進市区町村では,オンライン化により効果を上

げているが,英数字･片仮名だけでは見にくいことと,適用

業務が制限されているという面から漢字処理が必要となって

いる｡

このような二一ズにこたえる｢日本語行政情報システム+

を紹介し,その概要と特長及びオンライン処理方式について

述べる｡

臣l 日本語行政情報システム開発の目的

本システム開発の目的は,･次の3点に大別できる｡

(1)住民情報の一元化

従来は個別に管理･処理していた住上亡に関する基本情報と,

税務,国民年金,匡l上モ健康保険などの個別情報を統合管理し,

仕上寸情報データベース化することで,事務の正確性及び効率

向._Lを図るものである｡データベース化によって,個別業務

で保有していた氏名,住所,生年月日などの共通項目は一本

化され,福祉業務で税1肯報を簡単に参月くiできるといった他業

務問の連係が可能となる｡

(2)オンライン化による仕上モサービスの向上

窓口業務のオンライン化により,納税証明書の発行及び住

民からの照会対応が迅速に行なわれ,住民サMビスの向上か

凹れる｡

(3)漢字化によるコンピュータ利用範囲の拡大

漢字化により,片イ反名では処理できなかった佳代票や転出

証明書などの端末出力が可能となり,見やすさの面でも住民

サービスの向上が図れる｡
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臣】 日本語行i攻情報システム

3.1 システムの概要

日本語行政情報システムは,市区町村事■叫ナのトータル住民

情報システムであり,漢字処王聖による住上引青報データベース

オンライ ンを容易に実現できる標準アプリケ【ションプログ

ラムである｡日本語行政情報システムの概念図を区11に示す｡

授与ニ端末を利用して本庁や出張所の窓口で異動届の処理や佳

代票,税務証明の発行,住民情報の照会などをオンラインで

即時に行なうことができる｡また,一括処理でも,漢字処理

の税務,国良三年金など個別業務プログラムも備えている｡

し一本語行政情報システムは,HITAC M/Lシリーズ(L-340)

のもとで稼働する｡

3.2 特 長

日本語行政情報システムの主な特長は,次に述べるとおり

である｡

(1)窓口での漢字を含む異動データの入力

窓口での容易な漢字入力を提供している｡

(a)カナ漢字変換■方式による氏名入力3)

(b)類ヰニ修正方式も可能な外字入力

(C)メニュ【方式,カナ漢字変換方式による住所入力3)

(2)窓口での住民票(写)及び税の諸証明書の発行

窓口業務の効率向上のために,同一端末プリンタに複数の

帳票を出力する機能をもっており,窓口での住民票及び税の

諸証明書発行が容易である｡出力の方法は次の四とおりである｡

(a)総合窓口での集中出力方式

白紙のカット紙(A4判,B5判など)に書式とデ〉,タを

同時に出力する(レーザビームプリンタ端末)｡

(b)端末ごとの分散出力方式

イ ンクジェットプリンタ及びワイヤドットプリンタを使

用して,次の三とおりの出力方式が可能である｡

(i)口紙の連続用紙に書式(罫線)とデータを同時に出力

する｡

(ii)単一崇形式の規定用紙をインサータに挿入してデ【タを

出力する｡

(iiD 規定の連続用紙にデータを出力する｡

*

日立製作所ソフトウェア工場
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ファコムノ､イタック株式会社
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図l日本語行政情報システム概念図 住民情報データベースを中核に,窓口の漢字端末装置で住民に関する各種データの入出力を即時に行なう｡

(3)トータル住民情報システムである｡

窓口オンライン処理のはか,住上亡税など4税の課税処理な

ど一指処葦里業務についても,洪字処理を前提とした個別業務

処理モジュールがある｡

3.3 モジュール構成

日本語行政情報システムは,図2に示すように10の処理モ

ジュールから構成される｡

(1)共通処理モジュールは,日立漢字情報処理システム"KEIS''

(KanjiProcessing ExtendedInformation System)の機能を

十分に生かして,容易に漢字入力が行なえる｡

(2)異動処理モジュールでは,住民基本項目の異動とともに

国民健康保険と国民年金の個別項目異動処理が行なえる｡

(3)住民票処理モジュールでは,住民票及び転出証明書の発

行と住比情報の照会を行なう｡

(4)税務処理モジュールでは,税務諸証明の発行と税務情報

の照会を行なう｡

(5)個別業務処理モジュールでは,住民税,固定資産税,軽
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自動車税,田上七健康保険不払 回良こ年令,収納消込の各処理モ

ジュールを提供する｡

巴 オンライン処理方式

日本語行政情報システムでの処理機能の特長である住上モ基

本項目の異動処理方式と出力方式について述べる｡

4.1異動処理方式

住民票発行を前提とした異動処理の特性として,次のよう

な点がある｡

(a)氏名は戸籍に届出してある漢字の字体を扱うので,窓

口側で,システム外字が発生する場合がある｡

(b)入力する前住所,本籍地,転出先などの住所は全国の

住所を対象とする｡

(C)特に転入処理では,i英字の入力項目が多い｡

日本語行政情報システムの異動処理モジュールでは,上記

の特性を配慮し,次の点で操作性･運用性の向上を図っている｡

(a)住所及び氏名の入力方式を複数用意しており,窓口運
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:外字とは,システムでフォ

ントパタ1ン(字形)を用意し

ていない文字のことである｡

図2 モジュール構成図 日本語行政情報システムは,大別Lて窓口オ

ンラインシステムと個別業務処理バッチシステムとで構成されている｡国中*

印は,■`KEIS”のソフトウェア機能を利用するモジュールである｡

用に合わせた選択が可能である｡

(b)会話数をi成らすことにより,一連の処理をスムーズに

行なう｡

(c)ガイダンス表示,プログラムでのチェックによる誤入

力の防止

(1)入力手順及び方式

異動処理(全部転入)での入力手順を図3に示す｡また,洪

字項目の入力方式は,表1に示すように,i英字直才妾入力のほ

か,カナi英字変換方式,メニュー方式が可能である｡

(2)住所入力方式

住所一入力は,全回の住所を対象としている｡大字,′ト字を

含む住所入力の手段として,住所コート入力(数字直接入力),

メニュー方式が可能である｡特にメニュー方式による入力の

特長として,ニ欠に述べる点がある｡

(a)異動項目入力オ､イデンスと住所メニューを匝i面上下に

同時に表示することにより,住所の入力を容易に行なうこ

とができる｡

(b)住所メニューの種類として都道J仔県,市区郡,町名の

3種類の画面があり,参照したいメニュー画面をi選択でき

る｡メニュー方式による入力例を匡14に示す｡

(3)氏名入力方式

漢字氏名の入力は,図5に示すようにカナ漢字変換方式を

使用し片仮名氏名の入力によって行なうことができる｡特に

二大の方法により,変換率及び変換速度の向上を図ってし､る｡

(a)姓,名共にプ煩度順表示による検索の効率向上

(b)ばら字の組合せ入力による変換率向上

(4)外字の入力

転入者の住所,氏名には新たな外字を含んでいる場合かあ

る｡これに対しては,端末側で外字を作成･登錨することが

日本語による地方自治体行政情報処理システム 351

可能であり,本システムでは二通りの作成方法を提供する｡

一つは,文字パターンをディスプレイ上に新規に作成する

方法であり,他は同じくディスプレイ上に実貞字の文字パター

ンを表示し,部分的に修正する方i去である｡外字登録後は,

システム内字として使用でき,外字として意識する必要かない｡

4.2 出力方式

市区町村窓口での出力システム上の特性として,次に述べ

る点がある｡

(a)多種類の帳票を扱う｡例:住民票,転出証明書,税務

諸証明他

(b)住所,氏名の出力を扱うため多種の字種が必要となる｡

異動処王里指定の入力

0全部転入

世帯共通項目の入力

j新住所

〇世帯主片仮名氏名

口前住所

っ本籍

｡筆頭者

世帯共通項呂の確認

ロ住所の漢字化

0世帯主,筆頭者の漢字化

個人項目の入力

G氏名(片仮名氏名)
D 生年月日
D 性別

0続柄

0個別項目

個人項目の確認

〇氏名の漢字化

図3 異動処王里展開図(全部転入) 全部転入例による異動処理の画面

展開図を示す｡

表l 三実字項目の入力方式 日本語行政情報システムで提供する-漢字項

目の入力方式を示す｡

入力方法

入力項目

直 接 入 力 カナ漢字

変換方式
メニュー方式

英数字 さ実 字

市

内
住
所

町名(大字),小字 ⊂) (⊃ (⊃

地 番 (⊃ C)

方 書 (⊃

市

外

住

所

都道府県名 (〕 ○ (⊃ (⊃

市区郡名 (二〕 〔〕 ⊂〕 0

町名(大字),小字 ○ ⊂) 〔〕

地 番 (⊃ ○

漢 字 氏 名 ⊂) (⊃

備 考 欄 (⊃ (⊃ ⊂)
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全部 転入処‡里(世帯項目入力画面)

異動年月日 S56.04.08 届出年月日 S56.04,08

新住所 町名コード13805 地番100-2

世帯主 カナ氏名 ヒタチ タロウ

前住所 都道府県 3塁 市区郡__町村･字…- 地番__■__…

本 籍 都道府県 __ 市区郡__町村･字___地番…小__

筆頭者 カナ氏名

〈都道府県メニュー〉
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く市区郡メニュー〉

01下関市

02宇部市

03山口市

04萩 市

05徳山市

06防府市

07下松市

08岩国市

09小野田市

10光 市

11長 門 市
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16玖珂郡

17声旨毛 郡 25 阿武郡

18都濃郡

19佐 波郡

20吉敷郡

21厚狭郡

22豊浦郡
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002 旭 町

003 石 田

004 石 堂

005 泉 ケ 岡

006 泉 沢

007 - 森 山

008 伊 保 石

〈町村･字メニュー〉

009 今 宮 町

010 権 の 宮

011浦戸石浜

012 浦戸桂島

013 浦戸寒風沢

014 浦戸野々島

015 大 日 向

016 尾 島 町

通

町

神

塚

浜

楽

町

浦
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津

の

海

楓
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庚
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香

越

図4 住所メニュー画面イ吏用例 メニュー方式による住所入力例を示す｡

(C)住民票出力では,高い印ニケニ品質か要求される｡

高印字品質の漢字出力を可能とする端末7しリンタの出札

及び"KEIS''の漢字処理ソフトウ_Lアの完備により,市区

町村の窓口での住民票発行などか可能となった｡特に,日本語

行政情報システムの仕上亡票発行モジュールでは,書式と漢字

の同時出力と,l口情報に削除ラインを重ね合わせてグ)出力が

可能である｡図6にレーサビームフノリンタ端末による住民票

の出力例を示す｡

■l 結 言

以上,日本語行政情報システムについて述べた｡本システ

ムの適用による効果を以下に要約する｡

(1)窓口業務部門の漢字化により,仕上モ票･転出証明書など

の即時発行が可能となり､イ主上亡サ【ビスの向_Lを図ることか

できる｡

(2)本システムでは,漢字情報人力の容易化を図る各種手段

を備えている｡それによって,異動データを窓口で即時入力

が可能となり,壕新の住紺青報を他部門でも利用できる｡
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全部 転入処理(世蒜項目入力画面)

異動年月日 S56.04.08 届出年月日 S5(5.04.08

新住所 町名コード13805 地番100-2

世帯主 カナ氏名 ヒタチ タロウ

前住所 都道府県 35 市区郡 町村･字 地番

本 弟 都道府県 市区郡 町村･字 地番

筆頭者 カナ氏名

〈姓名カナ漢字変換〉

(姓)ヒタチ 選択番号

1234 012345678g

5立

陸

連

日

常

RH

ウ

5

丘U

7

8

Q)

口
4

タ
2
3
郎
郎
朗
郎
良

1

太

大

大

多

田

ほ

0

1
2
3
4

選択番号

0123458789

図5 カナ漢字変換方式 ディスプレイ画面による氏名のカナ漢字変換

の方法を示す｡
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図6 住民票出力例 レーザビームプリンタ端末により,住民票の書式と

データを出力できる｡

(3)仕上亡情報のデータベース化により,データの一フ亡管玉里化

がHr能となり,事務の効率化を図ることかできる｡

(4)データベースを中心に,窓口オンラインシステムと個別

業務バッチシステムを体系的に整備しており,システムのイ米

守,拡大が容易に行なえる｡

終わりに,資料提供など御協力をいただいた関係各位に対

し,深謝の意を表わすご欠第である｡
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